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PARADOXは2015年8月PARADOXから発売を開始し、2016年9月のTRILOGYで完結しています。しかし日本では秘密裏に
I-Core2.0のCoreTechnologyを使った開発を進められており、今年の5月にPARADOX EXTREMEを発売。
心地良いスキッド感の中にしっかりとしたキャッチとI-CoreならではのしっかりとしたネジれるBackend Motionがユーザーの
心をとらえ、多くの方にPARADOX EXTREMEを使用して頂きました。米国で完結しているPARADOXをなぜ日本で開発を進めて
いたのか?それはI-Coreのもつポテンシャルは無限大であり、米国で発売されたPARADOXシリーズよりオイルに強くBackendも
動くボールも可能であれば、もっとスキッドさせBackendの動きに集約することも可能だと考えていたからです。
PARADOX EXTREMEが多くのユーザーに受け入れられたのは、ある意味”PARADOXらしくない動き”で明確なメリハリ感が
出ていたからでしょう。日本のユーザーが求める性能は開発に日本のスタッフの意見が多くとりいれられなければなりません。
今回我々が求めた性能はPARADOXシリーズ中、PARADOX EXTREMEの動きを確保しながらオイルに対して強化させた、
日本のボウラーが”曲がる”と感じる動きをABSボール開発チームが特別オーダーしたのがこのPARADOX BLACKです。
一番の特筆すべき点は”キャッチと奥の動きの融合”です。ただキャッチを強く求めれば曲がり始めるまえに失速することになり、
Backendでの動きをだそうとするとスキッドさせる必要があり、手前のオイル量に敏感になります。私達が求めたオイルに負けない
キャッチとBackendの動きを兼ね備えたCoverstockの調合。Coverstockの調整から配色までを考慮しながらしっかりと
キャッチさせてBackendの動きも明確に仕上げました。このPerformanceであれば、PARADOX EXTREMEよりも内側の
厚いオイルを使い、さらに外に向けて戻すラインも取れるでしょう。
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PARADOXシリーズで最も多く板目をとれるボールに仕上がっています。
オイルの上をしっかりと外に向け、入射角が取れる角度まで戻すラインが可能と感じるでしょう。
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